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久しぶりのCOPMニュースです。前号から3

年4か月も経ってしまいました。 

COPMマニュアル第5版の日本語版の案内

がなかなかできなかったのですが，先日

COPMの専用ウェブサイトから購入できるこ

とがわかりました。http://www.thecopm.ca/ 

右上のBUYをクリックすると，下の方に

Translationがあるので，クリックしてくださ

い。現在33言語があり，日本語は真ん中くら

いにあります。研究など公式に使用する場合は，

購入する必要があります。著作権のルールを守

って，ダウンロードして使います。印刷はマニ

ュアル1部，評価表100部で40ドルです。 

 このサイトには，COPMのさまざまな情報

が掲載され，更新されています。 

 

 先月，「作業とストーリー」と題したホーム

ページを作ってみました。 

https://hiromiosotpb.jimdofree.com/ 

作業科学と作業療法→作業療法にCOPM関連

情報があります。 

 

 COPMのサイトには，COPMの活用例が記

載されています。 

 母親に聞いた例が載っています。9歳の男児，

二分脊椎による麻痺があり，学校で作業療

法を受けています。作業療法士は母親に

COPMを行い，次の問題があるとわかりま

した。 

1. 自己導尿のとき，清潔に注意する。 

2. 学校の課題をしたり，先生の指示に従っ

たりすることが難しい。 

3. 校庭で安全に遊ぶことができない。特に

冬の数か月の間。 

 作業療法士は，この結果を基に，学校の先

生たちと話し合って計画を立てたそうです。 

作業遂行 
第1回 第2回 

遂行 満足 遂行 満足 

清潔に導尿 6 3 8 10 

学校の課題 3 2 5 8 

校庭で安全

に遊ぶ 
8 6 4 4 

合計 17 11 18 22 

平均 5.7 3.7 5.7 7.3 

変化 
遂行 満足 

0 +3.6 

 この結果から，導尿と学校の課題は，少し

うまくできるようになって，母親の満足はず

いぶん上がっていることがわかります。校庭

で遊ぶことのスコアが下がっているのは，冬

になったからかなと予想しました。 

 

 6歳の子どもに，重要度などの概念を教える

ときに，「お母さん，お父さん，○○遊び

は大事だよね」，「ブロッコリを食べると

か，お部屋の掃除は大事じゃないね」など

と言うそうです。スコアを決めるときに，

このような物を作って，〇を付けてもらい

ます。 

 
 

 集団プログラムを決めるときに使う例もあ

ります。多発硬化症47名のCOPMの結果か

ら366種類の活動があがり，もっとも多かっ

たのは家事や移動だったそうです。男性はセ

ルフケアが多かったけれど，レジャーでは男

女差がありませんでした。この情報を基に，

集団プログラムを計画できます。 

Månsson Lexell E, et al. (2006). The 



complexity of daily occupations in 

multiple sclerosis. Scandinavian journal 

of occupational therapy, 13(4), 241-248. 

 

 多職種チームでCOPMを活用している例も

あります。クライエントの個別の作業遂行ニ

ーズを知り，個別の目標を立て，チームで共

有します。 

Stukstette, MJPM, et al (2012). A 

multidisciplinary and multidimensional 

intervention for patients with hand 

osteoarthritis. Clinical rehabilitation, 

26(2), 99-110. 

 

 COPMは，プログラム評価としても使えま

す。慢性精神疾患の人たちの自立生活支援

でCOPMを使いました。集団で参加するプ

ログラムが成果をあげるかどうかを，プロ

グラム前後の変化スコアの平均でみていき

ます。COPMは2点以上変化があることが意

味のある変化だとマニュアルに記載されて

いるので，これを基準に判断できます。 

 

 日本作業療法士協会の作業療法の定義がやっ

と改定されたそうです。「作業活動」ではなく

「作業」という用語が，作業療法において使わ

れ普及しつつあります。わかりやすくなります。 

カナダ作業療法士協会は，1980年代に「作業

遂行（occupational performance）」という言

葉を選びました。COPMにも含まれている言葉

です。ところが，2007年のガイドライン「続・

作業療法の視点（Enabling Occupation II）」

では，「作業との結び付き（occupational 

engagement）」を選びました（実際には追加し

ました）。最初から「作業との結び付き」と言

っていればどうなったかなぁと思っているよう

です。遂行（パフォーマンス）と結び付き（エ

ンゲージメント）という言葉を使って伝えたい

概念の違いを理解しましょう。 

パフォーマンスは身体動作をイメージさせま

す。エンゲージメントはつながりをイメージさ

せます。エンゲージメントを選んだのは，作業

と人とのつながりが重要だと伝えたかったので

す。作業をしているとき，その作業と自分がど

れほど深いつながりをもっているのか考えてみ

ましょう。時間や場所が変わっても，他の人が

いてもいなくても，ゆるぎない強いつながりを

感じる作業，こうした結び付きが強い作業のあ

る人は，その作業を通して自分自身を作り上げ，

世界と関わり，社会を創っていく可能性が高ま

ります。 

パフォーマンスをまったく伴わないエンゲー

ジメントはないかもしれませんが，エンゲージ

メントが伴わないパフォーマンスはあると思い

ます。家事動作が重要な作業なのではなく，大

事な人のために心を込めて作る料理が重要な作

業なのです。日常生活のすべての諸活動，生活

行為が，健康と幸福を運ぶわけではなく，その

人が重要と認めることが，上手にできたと思い，

それに満足することが，健康と幸福をもたらす

のです。 

COPMは，重要な作業を知るための手段の一

つです。1点から10点までの幅で何点かをクライ

エントに決めてもらうことは，作業療法の成果

を可視化したり，プログラムの効果を検証する

ための手段です。COPMは，クライエント中心

の作業療法を実現するための道具なのです。 

COPMをするときに，自分の関心がクライエ

ントにあるかどうかを，もう一度考えてみまし

ょう。「クライエントから聞き出す」「作業を

引き出す」と思っていたなら，再考の必要があ

ります。クライエントの姿勢，声の調子，言葉

から発せられるメッセージを手掛かりに，クラ

イエントがどんな人なのか，クライエントが今

何を思っているのか，想像しながら，クライエ

ントとの関係を築いていきましょう。クライエ

ントに作業療法士としての自分が，どう映って

いるかを想像しましょう。クライエントの気持

ちを想像しながら関わり続け，示された行動を

つなぎながら考えを深めていきましょう。 

最近必要だと思うことは，自分を知ることで

す。自分は誰なのか，相手にどう見られている

のか，自分には期待されていることは何か，そ

の期待に応える必要があるのか・・・日常の自

分と周囲の環境に関心をもつことも大事だなと

思うようになりました。 

私は嫌われても平気だと思っていますが，目

的達成のためには，嫌われると不都合なことが

起こるなと思い始めています。好かれなくても

嫌われない努力はしようと思います。 


